
HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 合原晶子 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 教授 

在籍年数 ９年目 

教育年数 大学８年 広島市立幼稚園 40 年 

専門領域 保育・幼児教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

保育原理/１年前期/33 名/資格必修  保育者論/２年前期/30 名/資格必修  

人間関係/２年前期/31 名/免許必修  人間関係領域指導法/２年後期/35

名/免許資格必修 保育実践演習/4 年後期/28 名／免許必修 

アドバンストセミナーⅡ・Ⅲ／2年前後期／28名／必修科目 

幼稚園教育実習Ⅰ（事前事後指導）/2 年前後期 3 年前後期４年前期/80 名

/免許必修 ※幼稚園教育実習Ⅱも含む 

保育実習指導Ⅰ/２年前期後期３年前期/50 名/資格必修 ※保育実習Ⅰ含

む 保育実習指導Ⅱ/３年後期４年前期/30 名/資格必修※保育実習Ⅱ含む 

保育実習指導Ⅲ/３年後期４年前期 20 名/資格必修※保育実習Ⅲ含む 

子ども学研究法／3 年前期／4 名／必修科目 

卒業研究Ⅰ／3 年後期／4 名／必修科目 

卒業研究Ⅱ／4 年通年／4 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

保育士や幼稚園教諭をめざす学生に、保育の面白さや素晴らしさについて

自らの実践を中心に分かりやすい授業を行い保育者への関心や免許・資格

取得の意欲を育てている。また、「子どもを大切にする」や「子どもを変え

るにはまず保育者自身が変わること」のできる保育者を育てることを目標

とする。そのためには、まず自分自身が学生を大切にすることや日々の指

導方法について反省と改善を怠らないようにしている。また、子ども学科

の教員として、対人援助職をめざす人を育てるために人間性を重視しなが

ら教員間で意識統一して教育を進めていく。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学内での FD 研修に積極的に参加し、大学教員としての資質を高める努力

をしている。また、学生が興味関心をもつことのできる授業の進め方に加

えて、学生自身が「わかった」「できる」という意識をもてるような授業内

容を工夫している。また、実習委員長として学部内の様々な実習が円滑且

つ効果的に実施できるように配慮している。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

授業で使用する資料（PPT 含む）は、支援の必要な学生もいることを念頭

に入れて、とにかく分かりやすい内容にするよう心掛けている。また、様々

な配慮の必要な学生も多いことから、授業を進める速さや説明の仕方等を



用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

工夫している。ぶんぶん広場の活用やあかねの森での栽培活動等を取り入

れることで、実践で使える技術を身につけさせている。更に、上級学年が

下級生に実習の経験を伝授する等、学び合いの場を設けている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価アンケートでは全て 4.0 以上の評価を得ているが、それに甘んじ

ることなく、特に年度当初の学長講話を同じ科目をもつ非常勤講師と共有

しながら、1 コマ 1 コマで学生が「これが分かった。」「これができるよう

になった。」いう満足感が持てる授業になるように改善を重ねている。 

 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

一人一人の学生のもっている困り感に寄り添いながら、4 年間での成長を

期待し、あせらず丁寧に指導をしていく。また、授業欠席の多い学生や免

許・資格取得を取り下げる学生への支援について工夫していく。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 坂越正樹 

学部 

学科 

 学芸学部 

 子ども学科 

職名  教授 

在籍年数  6 年 

教育年数  44 年 

専門領域  教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

「道徳理論と指導法」（小学校教職必修、中学校教職必修） 

「教育人間学」（学芸学部選択科目） 

「子ども学特論」「子ども学演習」（大学院博士課程前期） 

「子ども学理論講究Ⅰ」「子ども学特別考究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」（大学院博士課程

後期） 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

【学部授業】 

・学生が主体的に考え探究して道徳授業担当教員としての資質能力を身

につけることをめざす。 

・道徳教育について真剣に取り組み生徒とともに考える新しい道徳授業

を作り上げる教員を養成する。 

・「教育を必要とし可能とする人間」についての理解を深め、教育の意義

を考察する。 

・広い視点で教職に関して、令和の学校教育改革が進展している状況を理

解させる。 

【大学院授業】 

・大学院での学修・研究を実施するために必要な、教育学の基本概念、子

ども観の歴史、人間存在等についての理解を深める。 

・研究者として自律し、研究を推進するために必要な、研究課題の設定、

研究方法論の修得、研究成果の発表方法等について習熟する。 

【教育方法等】 

・学生が新しい知識情報に関心を持ち理解を深めるよう、新聞等新しい情

報を提供する。 

・対話を通して道徳授業に関する考えを深める。 

・教材資料を事前に Web にアップしている。 

・ネット掲示板で学生からの意見や質問を受け共有する。 

・毎回小レポートを課す。 

・DVD 等を活用し実際の道徳授業に触れさせる。 

・道徳授業の指導案を作成させて模擬授業を実施する。 



4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

・学内 FD 活動への参画 

  R6 年度：ティーチングポートフォリオの作成 

  R5 年度 FD 研修：アクティブラーニング事例報告会、特別なニーズ

を有する学生への配慮 

  R3 年度：C-learning、ICT 機器を活用した授業改善 

  R5 年度：同時双方オンライン授業の実践 

・教職課程自己点検評価（大学・短大）の実施と報告書の作成 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 



 

【Web C-learning の活用】 

「道徳理論と指導法」 

https://hbg.c-learning.jp/t/class/index/cn00751942 

「教育人間学」 

https://hbg.c-learning.jp/t/class/index/cn32201936 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

「道徳理論と指導法」（子ども学科）の満足度は 4.58。同（音楽学科）の

満足度は 4.63 で平均値をやや上回る。道徳指導案を作成させたが難しか

ったという声があった。やはり一般教科の指導案作りのとのいがあり、ポ

イントをおさえたアドバイスが必要である。道徳の理論的な考察と実践的

な授業づくりとを結びつけてこの授業の意義を意識化する工夫が必要で

ある。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・教員と受講学生との対話をより充実する。 

・グループワーク、プレゼンテーション活動を導入する。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 末永雅子 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 特任教授 

在籍年数 0 年 1 ヵ月 

教育年数 40 年 

専門領域 子ども学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考  

（令和 7年度） 

音楽／1年次後期／約 30名／選択科目（小免必修） 

音楽表現／2 年次後期／約 20 名／選択科目（幼免選択必修） 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

音楽に関する技術や知識の修得だけでなく、音楽を通して、学生ひとりひ

とりの人間力を磨き、卒業後の活躍の分野で地域に貢献することができる

人材を育てたい。そのためには、人と繋がることの重要性とともに、社会

でなにが求められているのか、また自分に何ができるのか、学生が自信を

持って意識できるように導き、サポートすることが教員としての役割だと

考える。 

アクティブラーニングの手法を積極的に導入し、学生の主体的な学びを心

掛けたい。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

ピアノ指導者研究会やアウトリーチ活動を通して得た幼児や児童を対象

とした指導法を生かした授業を行う。また、FD 活動として、授業公開、

授業参観に取り組み、授業内容、方法について研究する。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

・シラバス 

・プリント教材配付 

・パワーポイント活用 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

令和 7 年度後期から担当する授業であるため、前年度授業評価は受けてい

ない 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生の進路に向けた価値観は多様化していると感じている。それぞれの学

生が求めることに柔軟に対応できるように、自ら学び続けること、新しい

方法や考えを取り入れるように努めたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R６ 改定版） 

1.基本情報 

名前 髙西 実 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 教授 

在籍年数 6 年 

教育年数 6 年（大学以外を含めると 32 年） 

専門領域 小学校教育（理科教育） 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

立志立命講座ⅠⅡ／１年次前期・後期／卒業必修 

教職概論／１年次後期／卒業・免許必修 

ボランティア入門／１年次前期／卒業選択 

スタートアップセミナー／1 年次前期／卒業必修 

アドバンストセミナーⅠ／1 年次後期／卒業必修 

サービス・ラーニングⅠⅡⅢⅣ／全学年／卒業選択 

教育・保育体験Ⅰ／2 年次前期／卒業・資格選択 

アドバンストセミナーⅡⅢ／2 年次前期・後期／卒業必修 

小学校教育実習Ⅰ（事前事後指導）／3 年次通年／免許必修 

小学校教育実習Ⅱ／3 年次通年／免許必修 

キャリアガイダンス／3年次通年／卒業選択 

子ども学研究法／3年次前期／卒業必修 

卒業研究Ⅰ／3 年次後期／卒業必修 

卒業研究Ⅱ／4 年次通年／卒業必修 

教職実践演習（幼・小）／4 年次後期／免許必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

教育者として求められる資質能力は教育に対する志、そして、人間力、教

育的愛情、使命感、専門的知識・技能である。それらを学生が身に付ける

ことができるよう、小学校教員、校長、教育行政職員としての実践や経験

を踏まえ、建学の精神である「究理実践」を日々の授業、教育活動におい

て実現することが私の使命であると考える。 

人、教材、自己との対話を通して新しい考えや価値観を生み出すことを目

指し、学習規律を整え、主体的で対話的な学修を進め、学修者中心の深い

学びを実現する。 

授業が可能な限り双方向的になるよう、授業資料を C-Learning で提供す

るとともに、協働板を活用したり学生が作成したレポートを基に教材を作

成したりするなどして学生同士の交流を促進し、多様な見方、考え方、価

値観があることを理解し、それらを基により妥当な見方や考え方を創造す

ることができるように工夫している。 



4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学生が提出するレポートや授業における学生の学びの状況を踏まえ、

日々、授業内容・方法の改善に努めている。また、学期ごとの授業評価を

踏まえ、授業内容及び方法の改善に努めるとともに、FD 活動に積極的に

参加し、資質能力の向上に努めている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス：大学の WEB シラバス（学芸学部子ども学科）に掲載 

テキスト：ワークで学ぶ教職概論（ナカニシヤ出版） 

資料：毎回、作成した資料やワークシート、パワーポイントや動画等 

その他：主体的・対話的で深い学びを目指し、ペアトーク、グループ討議、

ディベート、発表会、振り返り等を活用した授業展開 

 



 



 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

「立志立命講座Ⅰ」の満足度 4.47、「立志立命講座Ⅱ」の満足度 4.67、「教

職概論」の満足度 4.03、「教職実践演習（幼・小）」の満足度 4.75、「小学

校教育実習Ⅰ（事前事後指導）」の満足度前期 4.56、後期 4.63 であった。

授業について「面白くて好きだ。」「実践的で役に立つ。」といった意見が

ある一方で、「話の内容が分かりにくいところがあった。」「言葉が難しい。」

といった意見が見られた。既存の認識を覆された時のはっとする場面を 1

授業に 1 場面計画すること、授業の意義を実感的に理解できるようにする

こと、ペアトークやグループ討議、意見交流の場を充実させること、内容

について見通しをもって授業に臨めるようにすること、ポイントを押さえ

て分かりやすい言葉で説明することに力を注いでいきたい。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

限られた授業時間の中で読む・書く・話し合う・発表するなどの活動と、

知識・技能の修得とのバランスの取れた学修を生み出す。人間力を中心と

する自己実現力の向上を目指す新設科目「立志立命講座ⅠⅡ」「アドバン

ストセミナーⅡⅢⅣ」「ボランティア入門」「サービス・ラーニングⅠⅡⅢ

Ⅳ」を実践し成果を検証する。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 德永光真 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 准教授 

在籍年数 0 年 

教育年数 大学 0 年、特別支援学校 32 年(県教育委員会・県教育センター含む) 

専門領域 特別支援教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

フレッシュマンセミナー／1 年前期／53 名／必修科目 

学芸からのＳＤＧＳ／1 年後期／53 名／必修科目 

総合子ども学Ⅱ／1 年後期／53 名／必修科目 

アドバンストセミナーⅡ／２年前期／47 名／必修科目 

教育・保育体験Ⅰ／２年前期／47 名／選択科目 

子ども学研究法／3 年前期／５名／必修科目 

卒業研究Ⅰ／3 年後期／５名／必修科目 

卒業研究Ⅱ／4 年通年／５名／必修科目 

自立活動実践論／3 年後期／ 名／選択科目 

重複障害教育総論／3 年後期／ 名／選択科目 

特別支援教育（音楽学科）／1 年前期／43 名／選択科目 

 

3.教育の理念・目的、方

法 

なぜ行っているのか（自

らの信念、価値観、目指

すもの等）、教員として

の目標、学生に求めるこ

と（期待）等 

共通する方法や方針、独

自の工夫等 

子どもの教育に携わる者に必要とされる専門性として実践的な知識や技

能があげられることが多い。しかしその実践的な知識や技能の向上は、

子どもの視点に近づく努力の先にある一人ひとりの子どものより確かな

状況や実態の把握が伴わなければ、むしろ子どもの主体的な学びを阻む

可能性が高まる。そのため学生には一人ひとりの子どもとの丁寧なかか

わりと秘められた可能性に常に着目する意識することの自覚を身につけ

てして欲しいと考える。それを基盤とした仮説的な教育実践と省察をも

って子どもたちを学びに誘い続ける姿勢、一人ひとりの子どもが安心し

て過ごせる環境を築くための実践的な知識や技能の向上に努めるような

教師へと育って欲しいと願っている。一人の子どもを前にしてそこで生

かせる実践的な知識や指導技能は単に知識や技能の How to ではなく、

「start with why＝なぜ」を大切にした本質を見きわめる姿勢だと考え

ており、これは子どもを前にしたことだけでなく、学校現場で直面する

様々な問題の対処にも生かせる「生きた学び(課題解決に役立てられる学

び)」の基盤である考える。その礎のために日頃の授業の中で実践に即し

た内容を例に取り上げながら、例えば学校の指導場面の動画からの読み

取り、学校現場の学習指導案などの検討をアクティブラーニングの手法

を取り入れ、様々な角度や視点から「なぜ」「どうしたら」の姿勢を培

いたいと考える。 

 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委

員会活動、FD 活動で行っ

てきた改善及びその成果 

授業の中で、聞く場面、見る場面、考える場面、話し合う場面、書き込

む場面等を設け、学生の様子を見ながら授業改善に取り組みたいと考え

ている。学生たちは自身が考えていることを短くまとめて書き出すこと

が苦手な学生も多いため、考えていることを短く簡潔にまとめて書き出

す機会を多く設定し、理解の定着を図っていきたいと考えている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配

付物、小テスト、web の

活用（C-Learning を含

学校の授業の拠り所となる特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領

を基に、自身の手づくり資料を用いる。毎時間学生に必ず問い(なぜ？)を

持つ機会をつくり、自らで考えることがてきるための視点の提供、さら

に学生同士や私との意見交換や対話を通して学びを深めていくようにし



む）、アクティブラーニ

ング実践報告等 

たいと考えてる。またPCの入力に偏りがちなため、ペンを持ち書く作業

をしながらまとめる、といった機会を一回の授業に複数回取り入れたい

と考えている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

新任 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画

等 

教育実習などの実践場面において、「なぜ？」を働かせる機会や、それ

を踏まえた上での実践的な知識や技能につながる学び、その場で考えた

り判断したり、また伝える(表現する)力が身につく学習内容を工夫してい

きたいと考えている。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 中谷 智子 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 准教授 

在籍年数 １年 

教育年数 ３８年（内９年 教育行政） 

専門領域 算数科教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

数の世界／2年前期／12名／選択科目 

算数科指導法／3年前期／31名／必須科目 

算数／2年後期／  名／必須科目 

数理から見た生活／2年後期／  名／選択科目 

幼稚園教育実習Ⅰ／2年通年／30名／選択科目 

幼稚園教育実習ⅠⅡ／3年通年／25名／選択科目 

幼稚園教育実習ⅠⅡ／4年前期／28名／選択科目 

子ども学研究法／3年前期／5名／必修科目 

卒業研究Ⅰ／3年後期／5名／必修科目 

卒業研究Ⅱ／4年通年／4名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学生が、高等学校までに学んできたことを振り返りながら、社会において

必要とされている数学的リテラシーを育むことを基本としている。また、

教職を目指す学生に必要不可欠な算数・数学の知識・技能を身に付けるこ

と、数学的な見方・考え方に触れることを大切にしたい。 

授業の中では可能な限り学生同士が対話を通して学びを深めていけるよ

うにしていく。具体的には、学生が課題に対する自分の思考を表現する時

間を確保した上で、他者と対話する時間を設けていく。また、少人数グル

ープで練り上げた指導案について、模擬授業をできるだけ多く実施し、協

議が深まるように、授業を観る統一した視点を事前に確認しておく。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

着任 1 年目であるが、校内における FD 担当ということもあり、学生が満

足しながら主体的に学ぶことができる授業内容の創造に努め、学期ごとの

授業評価を参考にし、授業内容及び方法の改善を行っていく。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス：各授業の目標・内容については、Web シラバスに掲載 

テキスト：小学校学習指導要領解説（平成 29 年告示）算数編 

配布物：授業はパワーポイントを用いて展開し、それに対応した資料やワ

ークシートを適宜配布する。 

Web の活用：授業資料を C-Learning で提供するとともに、小テスト等を

用いて学生の自己評価の機会を積極的に設ける。 



6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

新任 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生の実態や理解度を見極めながら、授業の内容を構築していく。次年度

のシラバス作成にも今年度の成果と反省を反映していく。また、教養科目

と専門科目のかかわりを明確にし、担当している授業の構造化を進めてい

く。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 七木田 敦 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 教授 

在籍年数 0年 

教育年数 大学 33年、特別支援学校 1年(神奈川県教委) 

専門領域 幼児教育学、特別支援教育 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

特別支援教育／1年前期／53名／必修科目 

特別支援教育総論／1年後期／名／選択科目 

肢体不自由児の心理・生理/1年後期／名／選択科目 

卒業研究Ⅰ／3年後期／３名／必修科目 

卒業研究Ⅱ／4年通年／3名／必修科目 

(大学院)子どもの心理学特論（M）／１年前期／1名 

子どもの心理学特論・演習（M）／１年後期／１名 

子ども臨床学講究Ⅱ（教育心理）（D）／１年前期／１名 

子ども学特別考究 I（D）／1年前期／2名 

子ども学特別考究 II（D）／1年後期／2名 

3.教育の理念・目的、方

法 

なぜ行っているのか（自

らの信念、価値観、目指

すもの等）、教員として

の目標、学生に求めるこ

と（期待）等 

共通する方法や方針、独

自の工夫等 

私の教育の理念・目的は、学生が卒後の自己実現を導くための必要な基

礎知識、専門知識から、自分自身で思考し、創造する人間を育成するこ

とである。 

そのために授業や多様な活動を通して、自ら考える力を身につける機会

を提供し、サポートすることを目標としている。 

学部の授業では、身近な例について情報提供をし、それを題材に自ら考

え、それを自分の言葉でまとめる、ということを目指す。大学院では、

研究専門職として、論文執筆や学会発表のためのノウハウを具体例を用

いて深く洞察し、自らの研究に活かすということを最終目的としてい

る。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委

員会活動、FD 活動で行っ

てきた改善及びその成果 

 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配

付物、小テスト、web の

活用（C-Learning を含

む）、アクティブラーニ

ング実践報告等 

授業では、テーマに沿った資料を PPT で作成し、情報提供、共有を可能

にするようにしている。この情報提供は、授業時に行うのではなく、授

業後に各学生が理解できるように提示することを心掛けている。併せ

て、それぞれの授業では、「振り返り」をコメントシートとして自分の

言葉として「書く」ということを通して、「書くこと」に対して嫌悪感

や尻込みをすることのないようにしどうする。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

新任 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画

等 

学部生、大学院生とも主体的な学びと将来に向けた実践的な学びを引き

出す。そのための教材や手法が主体的で実践的な学びを引き出すのか、

効果的な教育方法について、FD 研修等を通して実施方略を工夫し増や

す。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 二階堂 年惠 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 教授 

在籍年数 18 年 

教育年数 18 年 

専門領域 教科教育学 社会科教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

フレッシュマンセミナー／1 年前期／ 97 名／必修科目 

総合子ども学Ⅰ／1 年前期／54 名／必修科目 

教育・保育体験Ⅰ／2 年前期／ 46 名／必修科目 

教育・保育体験Ⅱ／2 年後期／8 名／選択科目 

社会／2 年後期／30 名／選択科目 

社会科指導法／3 年前期／32 名／選択科目 

キャリア教育／3 年前期／30 名／選択科目 

子ども学研究法／3 年前期／5 名／必修科目 

卒業研究Ⅰ／3 年後期／5 名／必修科目 

卒業研究Ⅱ／4 年全期／4 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来、教育者として育成しなければならない知識・技能を身に付け 

させることはもちろんだが、人として大切な人間力を身に付けさせ 

ることを常日頃から学生に対して指導を行うことを心がけている。 

小学校教員採用試験対策(社会科)では、授業の中で、過去問から 

始め、問題集や参考書を繰り返し解いていかせている。普段は学 

内だけの勉強会という狭い世界でしか自分たちを評価することが 

出来ていないので、東京アカデミーの教員採用試験の模擬試験も毎 

年受験させている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

FD 活動には積極的に参加し、また、授業評価を参考にして、授業 

のあり方について改善を行ってきている。学内の委員会活動として

は、学園図書館長、学芸学部図書館長として、学生の学修支援活動

を行っている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス／大学のWEB シラバスに掲載している。 

テキスト／『初等社会科教育学』学術図書出版社 

資料／『これだけは身につけよう社会科の基礎知識』東洋館出版社 

その他／学生による主体的・対話的深い学びの実現の為、グループ 

ディスカッション、調べ学習の発表、模擬授業等を活用した授業を 

展開している。 



6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

「教育・保育体験Ⅰ」で学生による満足度が 4.3、「教育・保育体験Ⅱ」

では 5 点、「社会」は 4.5 だった。引き続き、これらをキープ出来る

ように心がけたい。予習の時間が他の科目も同様に学生の半数が 30

分以内と充分に確保できていないので、今後は、課題対応等検討しな

ければならない。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

今後も社会科指導法だけでなく、他の授業においても、ICT の活用法

等、また、小学生にどのように ICTを活用させ、小学校の授業内で取

り込んでいくことが可能なのか検討していきたい。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 藤居 真路 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 准教授 

在籍年数 １年 

教育年数 大学：４年 教育機関：３４年 

専門領域 言語教育、教育心理 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名/開講期/受講者数/備考 

【令和７年度】 

英語Ⅰ/１年前期/74名/必須科目 

英語Ⅱ/１年後期/74名/必須科目 

小学校英語/２年前期/18名/選択科目 

外国語（英語）指導法/２年後期/18名/選択教科 

子ども学研究/３年前期/5名/必須科目 

卒業研究Ⅰ/３年後期/5名/必須科目 

卒業研究Ⅱ/１年通年/5名/必須科目 

総合子ども学Ⅰ/1 年前期/60 名/必修科目 

スタートアップセミナー/1 年前・後期/50 名/必修科目 

学芸からの SDGｓ/1年後期/60名/必修科目  

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学生一人ひとりへの展望を持てるようにしながらコーチングし、学生がグ

ローバル化した劇的に科学技術が進歩した社会において、自己のよさや可

能性を生かして活躍できるように育てるべく尽力する。また、理論と実践

を往還しながら、理論をより深めて実践に生かせるように創造的に工夫し

て取り組む。そのために、自分のできるところを大切にしながら広げて深

め、自らが行える教育の機会を楽しみながら広げていき、よりよい教育が

できるように、PDCA サイクル等を用いて自己研鑽と自己改善に努め、本

学の発展に寄与できるようにできるところを広げ努力する。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

多様な特徴を持った学生に目を向け、学生との対話を大切にし、ペア学習

やグループ学習を用いて、学習に巻き込み、将来教師になったときに必要

となる基礎基本となる力の伸長を図るようにする。教育研究の機会を持つ

ようにし、研究課題を持って授業に取り組み、検証をしながら授業改善に

取り組む。学科会や委員会等において、他の先生方のお力をお借りしたり

ご支援を受けたりしながら、積極的に教育活動に取り組んでいるところで

ある。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

英語Ⅰでは、基礎・基本が身につくように、グーグルフォームなどを活用

し、小テストを実施したり学習状況について把握したり業者のインターネ



物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

ットを借るようした学びに取り組ませている。また、楽器途中にパフォー

マンステストを行い、英語の運用力が高まる取り組みを行うことを計画し

ている。小学校英語では、教育実践のために、教師の役割を演じながら英

語を使用する場面を設定したり、教師になった時に必要となる知識・技能

を学ぶ機会を持ったりすることができるようにしている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

新任 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

諸先輩方はもちろんのこと様々な機会に学びを深め、クラスルームリサー

チを行ったり、教育内容に対する理解が深まるような教育研究を行ったり

することを目指す。まずは、授業において学生との対話を通して、自らに

課せるべき課題を定めて自らに課し、探求を行い、学会発表や論文作成を

行ったり、科研にも挑戦したりすることを通して学びを深める。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 藤金 倫徳 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 教授 

在籍年数 2 年 

教育年数 35 年 

専門領域 知的障害児教育学 知的障害児心理学 応用行動分析学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

フレッシュマンセミナー/1年前期/98名/必修科目 

インクルーシブ社会論/1年後期/129名/選択科目 

知的障害教育論Ⅰ／2年前期／13名／選択科目 

知的障害教育論Ⅱ/2年後期/22名/選択科目 

発達障害教育総論/2年後期/20名/選択科目 

障害児教育相談とアセスメント／3年前期／13名／選択科目 

子ども学研究法/3年前期/3名/必修科目 

病弱児の心理・生理・病理/3年次前期/17名/選択科目 

卒業研究Ⅰ/3年後期/3名/必修科目 

卒業研究Ⅱ/4年通年/3名/必修科目 

子ども特別支援教育特論/M1前期/1名/選択科目 

子ども特別支援教育演習/M1後期/1名/選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

特別支援教育の教員免許状を取得希望の学生には、将来、障害のある子ど

もの支援を十分に行うことができ、障害のある子どもに対して、自律や現

在および将来にわたり、コミュニティの中でより質の高い生活を送ること

ができるように指導することができるような知識および技能を身につけ

ることができることをめざす。その一環として、授業の中で、グループワ

ークを行うことをはじめとしたアクティブラーニングの手法を心がけて

いる。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

受講者の理解度を把握しながら、授業の進行のスピードなどを少しずつ改

善している。 

また、教養の授業では一つの事象に対して様々な考え方があることを紹介

することを心掛けている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

シラバス。 

テキストは用いていない。ポイントで資料を配付すると同時に、パワーポ

イントを用いて授業を展開している。授業中にメモを取ることを促進する

ために、パワーポイントは授業終了後に配布している。また、ポイントポ



アクティブラーニング実

践報告等 

イントでレポートを課している（C-Learning を活用）。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価結果を参考に授業内容や提示するパワーポイントの内容を改善

している。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生がこれまで何を学んできたかを十分に把握し、学生自身が学びたいこ

とを明確にできるような情報提供を行うことに努める。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 本家 太 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 准教授 

在籍年数 １年 

教育年数 ３８年 

専門領域 教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

ボランティア入門／１年前期／７名／選択科目 

国語／１年次後期／50 名／必修科目 

言葉／１年次後期／50 名／選択科目 

総合子ども学Ⅱ／1 年次後期／60 名／必修科目 

学芸からの SDGｓ／1 年次後期／60 名／必修科目 

国語科指導法／２年次前期／30名／選択科目 

言葉領域指導法／２年次前期／45名／選択科目 

アドバンストセミナーⅡ／２年次前期／50 名／必修科目 

アドバンストセミナーⅢ／２年次後期／50 名／必修科目 

卒業研究Ⅰ／３年次全期／４名／必修科目 

卒業研究Ⅱ／４年次全期／３名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

 国語科教育や言葉領域の教育は、子供の人格形成や自己実現に大きく関

与する分野であり、これから教育者となる学生に対して実施することが、

これからの多くの子供や我が国の未来に寄与するものと考える。 

 講義においては、これまで関わってきた具体的な事例を扱い、対話的な

学習を仕組むとともに、窮理実践につながる学生自身の活動を大切にし、

教育現場に出る学生が自信をもつことができるようにしたい。また、学生

自身に学びを振り替えらせ、それを基に講義の内容が充実するよう努めた

い。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業を公開して参観者からのコメントをもらったり、他の教員の授業を

見に行ったりして、授業の質を高めるためにどのようにしたらよいか考え

る時間を定期的にとった。また、小学校現場での授業研究会に講師として

参加し、各教員が指導する内容について整理すること、学習者の視点で授

業を組み立て学習者一人一人の学習を保障することを大切にすることの

理解を図り、自信も意識的に取り組んだ。さらに、授業の終わりに学生に

よる授業のねらいにそった振り返りを行うことを継続的に取り組んだ。こ

うした取組により、学習者の意欲が高まる様子をうかがうことができた。 

5.教育実践(資料等) シラバス：大学の Web シラバスに公開している。 



シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：『小学校導要領解説国語編』文部科学省 

『国語三上 わかば』光村図書出版 

『国語六 創造』光村図書出版 

     『子どもの育ちと「ことば」』教育情報出版 

『保育者のための言語表現の技術』萌文書林 

配付物：パワーポイント資料 

資料：教育実践映像 

形態：プロジェクト型学習、ペア・グループワー、C-learning の活用 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価アンケートによると、大半の学生にとって満足される授業にな

っていた。一方で、数名の学生からは授業について参加が難しかったこと

が述べられており、今後、様々な学生の思いを把握しながら進めていきた

い。特に、個の学びを交流する活動の意図を明確にするとともに、学習者

自身が高まりを感じることのできる授業づくりを進めていきたい。また、

予習・復習・練習等の時間にいては意識できていなかったので、改善した

い。 

その他、コアカリキュラムを参考にして、国語科指導法、言葉領域指導

法について、シラバスの見直しに取り組んだ。より学生にとって実践的な

内容になるような計画を立てたので、今後、その実践に力を注ぎたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 授業の最後に学生が作成する振り返りを充実させ、授業づくりの PDCA

サイクルを確立する。また、他の学生と関わることが難しい学生も一緒に

学習をしようと思えるような問題設定や場面提示の工夫が必要であると

考える。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 間處耕吉 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 教授 

在籍年数 ０ 

教育年数 中高 23 年、大学 13 年 

専門領域 理科教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 ※前任校での担当 

初等理科教育法／2 前／約 60 名／、理科概説／3 後／約 20 名／、理科教

材実験／3通／約 20名／、教育実習指導／3／90名／、教育実習事前事後

指導／3後／約 90名／、教職実践演習／4後／約 90名／ 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

 単独で担当する教科（理科、理科指導法、ICT を活用した教育の理論と

実践）については、最初のガイダンスで授業におけるルールや評価方法を

具体的に示し、その示した手順に沿って評価をしながら授業を進める。評

価したレポートなどの提出物は、全て１週間後に返却して、学生自身が授

業の評価の到達度が確認できるようにする。 

 評価する主なものとしては、毎時間の授業記録がある。毎時間 A4、１

枚の紙を配布して、その紙に講義の記録を書かせ、それを 10 点満点で評

価し翌週には返却する。こうした取り組みを徹底することで、学生たちは

授業中に何をするのか、与えられた課題をどうすれば良いのか理解させる

ことができ、結果的に授業に集中して参加することが期待できる。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

 これまで学内外の FD 活動には積極的に参加している。また、授業評価

を参考にして授業内容・方法の改善を重ねて現在の形に発展させてきた。 

 前任校では、担当授業においては遅刻、欠席する学生は非常に少なく、

授業中の居眠りなどもほぼ無くなっていった。授業評価満足度調査、授業

評価アンケート、においても高い評価を得てきた。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 Web シラバス 

 テキスト：小学校学習指導要領解説（理科編）など 

 指導法においては、小グループ内での場面指導を行い、それを相互評価

することで授業実践力の向上を図る。 

 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

新任 



業改善計画等 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 学生の様子がまだ理解できていないため、まずは学生の実態を把握して

本学の学生が集中できる授業づくりを目指していく。そのためには、授業

における学生の様子を観察し、授業中の反応や授業記録の内容から講義内

容の最適化を図っていく。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R6 改定版） 

1.基本情報 

名前 八島 美菜子 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 教授 

在籍年数 14 年 

教育年数 26 年 

専門領域 発達心理学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

発達心理学／1 年次前期／50 名／必修科目 

教育心理学／1 年次後期／50 名／必修科目 

幼児理解の理論と方法／2 年次前期／40 名／選択科目 

子ども学研究法／3 年次前期／60 名／必修科目 

教育相談／3 年次後期／60 名／必修科目 

卒業研究Ⅰ・Ⅱ／3 年次後期・4 年次通年／6 名／必修科目 

子育て支援論／4 年次後期／50 名／必修科目 

(大学院)子どもの心理学特論（M）／１年前期／1 名 

子どもの心理学特論・演習（M）／１年後期／１名 

子ども臨床学講究Ⅱ（教育心理）（D）／１年前期／１名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

自身の教育の理念・目的は、学生が社会に貢献するために必要な基礎知識、

専門知識を身につけ、その知識やスキルを活用し自ら思考し、創造できる

人材に育成することである。学生には自ら学ぶ姿勢や、協働して考え行動

する力を身につけてほしい。そのために授業や多様な活動を通して、頑張

る力を身につける機会を提供し、サポートすることを目標としている。 

実際に授業では、ニュースや時事問題など、身近な例について取り上げた

上で調べ学習をし、それを題材にグループワークなどアクティブラーニン

グを行い、現代的な課題を自らの問題として捉え、考えることで学修の意

義を理解し、自律的、主体的な学習者となることを促したいと考えている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学外での教育活動として、市民講座、高校ガイダンスでの模擬授業、呉市

保健センターでの親子教室等に携わり、そこでの成果を学内での授業にお

いて還元するよう心掛けている。また、学内外での研修にも積極的に参加

している。委員会活動では就職・キャリア支援センター長として、キャリ

ア教育の充実を図るべく、ＷＧを組織し改善に取り組み報告書としてまと

めた。過去には、学科改革プロジェクト委員として学科のカリキュラム改

善、教育課程委員として教養教育のカリキュラム改善に取り組んできた。 

個人としては、学生からのコメントペーパーや、授業評価アンケート、教

職員による授業参観評価を参考に、授業改善を行っている。 

成果の例として、学生による授業評価アンケートでの授業満足度過去 3 年



間の平均値 4.3。教職員による授業参観結果記入表の評価内容の向上。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：「やさしく学ぶ発達心理学(ナカニシヤ出版)」「はじめて学ぶこ

ころの世界(北大路書房)」「未来をひらく子ども学(福村出版)」 

配付物：授業時の PowerPoint に連動した書き込み式資料。 

Web 活用：C-Learning 上での教材提示、具体的な理解の促進をはかるた

めの動画教材の提示。 

報告書：本学アクティブラーニング推進報告書への実践報告 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業の満足度については、平均 4.43（4.26～4.55）であった。概ね満足が

得られていると考えている。コメントからは、動画教材によって理解がし

やすいこと、グループワーク等の実施で考えが深まることが推察され、今

後もさらにこれらをうまく活用しアクティブラーニングが促進できるよ

うにしていきたい。一方で、学生の予習復習については、平均 1.59(1.34

～1.78)と低くほとんどの学生が 30 分未満か 1 時間であることから、課題

の実施等も含め工夫が必要である。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

目標 学生の主体的な学びと将来に向けた実践的な学びをサポートする。 

どのような教材や学修手法が学生の主体的で実践的な学びを引き出すの

か、効果的なアクティブラーニングについて、FD 研修等を通して実施方

略を工夫し増やす。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 山中 翔 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 講師 

在籍年数 7 年 

教育年数 7 年 

専門領域 教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

総合子ども学Ⅰ／1 年前期／60 名程度／必修科目 

総合子ども学Ⅱ／1 年後期／60 名程度／必修科目 

スタートアップセミナー／1 年前期／50 名程度／必修科目 

アドバンストセミナーⅠ／1 年後期／50 名程度／必修科目 

学芸からの SDGs／1 年後期／90 名程度／必修科目 

教育原理／1 年前期／50 名程度／必修科目 

教育課程論／1 年前期／50 名程度／必修科目 

総合的な学習の時間の指導法／3 年前期／30 名程度／選択科目 

保育原理／1 年前期／40 名程度／選択科目 

教職実践演習／4 年後期／50 名程度／選択科目 

子ども学研究法／3年前期／60名程度／必修科目 

卒業研究Ⅰ／3 年後期／5 名程度／必修科目 

卒業研究Ⅱ／4 年前期・後期／5 名程度／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

【目的、期待等】 

学生の教育観、子ども観、学校観は、大学までの学校生活や家庭生活の中

で形成されている。授業では、教育の歴史や思想について学ぶことを通じ

て、こうした教育に関するものの見方や考え方を相対化し、再構築するこ

とを目的としている。 

【共通する方針、指針、独自の工夫】 

ディスカッションを積極的に取り入れている。また、授業の感想のフィー

ドバックをおこなっている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

FD 活動に積極的に参加し、研修に努めてきている。FD 委員会では、PC

必携化に関する本学の取り組みを紹介した。学生による授業評価アンケー

トでは満足度の平均が 2024 年度後期は概ね 4.0 以上であり、一定の成果

が出ている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

各授業については Web シラバスに掲載している。 

授業では、C-learning の掲示板機能を活用し、ディスカッションで様々な

意見が可視化されるようにしている。また、グループワークを積極的に取

り入れるとともに、自己評価および相互評価を取り入れることで、個々の



アクティブラーニング実

践報告等 

学びの質を確保するようにしている。授業では毎回、コメントシートを配

布し、次回の授業で振り返りをおこなっている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価やコメントシート、レポートを参考に毎年度授業内容や方法等を

改善している。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

ICT を活用する場面を積極的に取り入れていきたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R6 改定版） 

1.基本情報 

名前 湯浅 理枝 

学部 

学科 

学芸学部 

子ども学科 

職名 准教授 

在籍年数 8 年 

教育年数 大学 8 年、小学校 10 年 

専門領域 体育科教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

総合子ども学Ⅰ／1 年前期／60 名／必修科目 

スタートアップセミナー／1 年前・後期／50 名／必修科目 

子どもの体育／2 年前期／20 名／選択科目 

身体表現／2 年後期／33 名／選択科目 

体育科指導法／2 年後期／25 名／選択科目 

健康領域指導法／3 年前期／33 名／選択科目 

表現領域指導法Ⅲ／3 年前期／33 名／選択科目 

子ども学研究法／3 年前期／5 名／必修科目 

卒業研究Ⅰ／3 年後期／5 名／必修科目 

卒業研究Ⅱ／4 年通年／4 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

これまでも教育場面で児童期の子どもを対象に教育を行ってきたが、学校

場面に限局される教育内容や方法が散見され、汎用的な資質や能力の育成

を目指した教育内容や方法の具体化が課題であると考えている。一方で、

教育場面には有用な多くの先行研究の知見が必ずしもいかされていると

は言えない状況であり、理論と実践の往還を念頭にした教員養成が必要で

ある。この実現のために、授業では実践に必要な理論をもとに、まずは学

生が実践してみることで課題を見出すことができるよう展開し、学生の理

解に合わせながらも、質の高い学びが保証できるようにしている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

FD 活動に積極的に参加し、研修に努めてきている。また、小学校現場で

の研修の講師や授業研究も継続し、最新の教育現場での課題に対応するよ

うな授業内容を提供するようにしている。そうした中、学生による授業評

価アンケートでは満足度の平均が 2024 年度後期は概ね 4.5 以上であり、

一定の成果が出ている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

各授業については Web シラバスに掲載している。 

授業内では実技を中心に行い、復習として授業ファイルの作成や c-

learning を使ってのレポート課題を課すようしている。また、2 年時より、

運動遊びやリズム遊びをグループで調べて来て紹介する活動を行ってい

る。紹介が終わった後は振り返りの時間をとり気づきを発表者とフロアー

から出し、最後に教師からのコメントをつけ、学生が実技を行う際の視点



になるようにしている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価を参考に毎年度授業内容や方法等を改善している。特に、指導法

の授業の模擬授業については、振り返りと振り返りを活かした指導計画を

再度作成し共有する活動を入れることで、PDCA サイクルを意識した学び

になるように授業改善を行っている。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

今後は、c-learning を活用し、予習や復習が徹底できるように、また授業

ファイルが実習先での教材研究の資料になるように工夫をしていきたい。 

 

 


